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銀
翼
を

き
ら
め
つ
か
せ
つ
つ

千
ぎ
れ
雲

流
る
る
あ
た
り
の

空
ぬ
ひ
ゆ
け
り

あ
た
ら
し
き

護
国
の
英
霊

祀
り
ま
す

け
ふ
の
よ
き
日
を

慎
し
み
く
ら
す

大
君
の

御
艦
詫
び
つ
つ

従
容
と

太
平
洋
に

神
鎮
ま
り
ぬ

朝
ま
だ
き

廊
下
伝
ひ
て

看
護
婦
の

歌
声
か
そ
か
に

渡
り
く
る
か
も

か
え
り
き
て

破
れ
し
病
衣
の

つ
く
ろ
い
に

き
び
し
き
祖
国
の

姿
を
ぞ
見
る

天
の
し
た

牢
と
し
な
さ
ん

そ
の
日
ま
で

い
や
つ
ぎ
つ
ぎ
に

生
命
さ
さ
げ
む

い
つ
と
な
く

あ
の
感
激
の

う
す
れ
ゆ
く

わ
が
身
思
え
ば

は
が
ゆ
か
り
け
り

傷
つ
け
る

身
は
露
ほ
ど
も

悔
い
ね
ど
も

戦
進
む
を

み
る
が
か
な
し
き

面
会
の

人
も
な
き
夜
は

夜
も
す
が
ら

故
郷
の
こ
と
ど
も

思
い
出
つ
る
か
な

手
術
せ
し

友
の
痛
み
も

と
れ
た
る
か

か
ろ
き
い
び
き
に

夏
の
夜
更
く
る

南
支
戦
線

運
の
別
れ
目

初
年
兵
か
ら
馬
と
共
に

神
奈
川
県

森

道

一

人
間
誰
し
も
過
去
が
あ
る
。
そ
れ
が
暗
い
か
、
ピ
ン
ク

色
に
彩
ら
れ
た
か
は
人
に
よ
り
、
運
命
に
よ
り
、
考
え
方

に
よ
り
異
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
軍
隊
体
験
を
語
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る
者
、
語
ら
な
い
者
も
あ
ろ
う
。
仕
事
に
情
熱
を
傾
け
て

い
る
若
者
、
学
業
半
ば
に
、
青
春
の
喜
び
に
満
ち
て
い
た

若
い
二
人
に
も
、
戦
争
と
い
う
黒
い
影
に
す
べ
て
を
打
ち

消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
体
験
者
も
多
か
っ
た
と
思
う
。

私
は
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
七
月
、
甲
府
盆
地
に

あ
る
、
歩
兵
第
百
四
十
九
連
隊
に
召
集
さ
れ
、
真
夏
の
太

陽
が
、
ギ
ラ
ギ
ラ
と
照
り
付
け
る
中
を
、
重
い
九
二
式
重

機
関
銃
を
肩
に
喰
い
込
ま
せ
、
額
の
汗
を
拭
お
う
と
も
せ

ず
重
い
足
取
り
で
行
軍
を
し
、
演
習
に
精
を
込
め
て
教
育

を
受
け
て
い
た
。

一
期
の
検
閲
、
二
期
、
三
期
と
過
ぎ
る
と
共
に
、
同
年

兵
の
姿
は
段
々
と
少
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
入
院
す
る

者
、
こ
の
外
地
勤
務
に
耐
え
ら
れ
な
い
者
、
作
戦
に
討
伐

に
出
動
す
れ
ば
、
昨
日
ま
で
一
緒
に
食
事
を
し
、
勤
務
し

て
い
た
戦
友
が
無
言
の
者
と
な
っ
て
帰
っ
て
来
る
。
当
時

の
若
者
の
命
は
こ
う
し
て
消
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

あ
れ
か
ら
五
、
六
十
年
の
歳
月
は
流
れ
去
り
、
す
べ
て

の
記
憶
は
無
く
な
っ
て
い
く
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
は
平
和

と
繁
栄
を
永
久
に
続
け
て
い
き
た
い
と
、
願
う
気
持
ち
は

私
の
み
で
は
な
い
と
思
う
。
当
時
、
カ
ー
キ
色
の
軍
服
を

身
に
着
け
、
鉄
甲
を
か
ぶ
り
、
重
い
兵
器
を
持
っ
て
作
戦

に
討
伐
に
、
分
哨
勤
務
に
、
故
郷
を
思
い
、
遠
く
異
国
の

空
の
下
の
軍
隊
生
活
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
の
青
春
で

あ
っ
た
。

こ
う
し
た
生
活
も
長
く
は
続
か
な
い
、
作
戦
に
、
討
伐

に
出
動
す
れ
ば
、
昨
日
ま
で
一
緒
に
生
活
を
し
た
、
兄
弟

の
如
き
戦
友
の
若
い
命
は
消
え
て
し
ま
う
。

軍
馬
「
忠
玉
」
の
思
い
出

昭
和
十
七
年
、
春
ま
だ
浅
き
三
月
、
私
ど
も
は
東
部
第

六
十
二
部
隊
（
東
京
）、
東
部
第
六
十
三
部
隊
（
甲
府
）、

東
部
第
六
十
四
部
隊
（
千
葉
県
佐
倉
）
で
七
カ
月
間
の
教

育
を
受
け
、
南
支
派
遣
軍
波
第
八
一
一
三
部
隊
（
部
隊

長
、
井
上
進
大
佐
）、
第
一
中
隊
長
西
田
巴
雄
中
尉
、
機

関
銃
小
隊
隊
長
北
浦
甫
少
尉
、
内
務
班
長
中
村
友
三
郎
伍

長
の
も
と
に
同
年
兵
十
一
人
が
配
属
さ
れ
た
。

配
属
の
夜
は
お
客
さ
ん
扱
い
で
古
参
兵
も
大
事
に
し
て
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く
れ
、
そ
の
夜
は
何
の
勤
務
も
な
く
過
ご
し
た
。
夜
が
明

け
「
点
呼
」
も
終
わ
り
、
当
時
、
馬
当
番
兵
と
し
て
水
野

上
等
兵
、
田
村
上
等
兵
、
田
中
一
等
兵
の
三
人
が
勤
務
を

し
て
い
た
。
点
呼
が
終
わ
る
と
水
野
上
等
兵
が
「
初
年
兵

は
馬
屋
に
出
て
馬
の
手
入
れ
を
し
ろ
」
と
呼
び
に
来
た
。

私
共
初
年
兵
は
十
一
人
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
つ
い
て
行
く
。
馬

屋
の
中
に
は
「
久
水
」「
忠
玉
」「
加
沈
」「
布
面
」、
支
那

馬
の
「
玉
枝
」「
黄
河
」「
陽
爪
」
等
の
馬
が
お
り
、
馬
屋

の
中
を
見
回
す
と
、
黒
鹿
毛
の
大
き
な
馬
が
い
る
。

こ
れ
が
私
と
「
忠
玉
」
と
の
初
の
出
会
い
で
、
何
気
な

く
「
こ
の
馬
は
良
い
馬
だ
、
こ
の
馬
を
手
入
れ
し
よ
う
」

と
思
い
、
刷
毛
と
金
櫛
を
持
っ
て
「
忠
玉
」
に
近
寄
る

と
、
水
野
上
等
兵
が
大
き
な
声
で
「
や
め
る
ん
だ
、
そ
の

馬
は
今
ま
で
誰
に
も
手
入
れ
を
さ
せ
な
い
の
だ
」
と
叱
ら

れ
る
。
中
村
班
長
は
後
で
ニ
ヤ
ニ
ヤ
と
笑
っ
て
い
る
。
私

は
こ
の
馬
を
自
分
の
手
入
れ
馬
に
し
よ
う
と
、
そ
の
時

思
っ
た
。

頸
筋
を
叩
き
な
が
ら
馬
に
近
寄
り
鼻
面
を
な
ぜ
て
や

る
。
馬
の
奴
、
こ
の
新
米
、
素
人
で
な
い
な
と
鼻
面
を
寄

せ
て
き
た
。
普
通
、
金
櫛
を
先
に
掛
け
、
後
に
刷
毛
を
掛

け
る
の
で
、
刷
子
を
掛
け
、
金
櫛
を
頸
筋
か
ら
始
め
る
。

そ
の
都
度
、
胸
、
横
腹
と
順
次
に
手
入
れ
を
す
る
よ
う
に

心
掛
け
た
。
機
関
銃
の
兵
は
他
の
小
隊
の
者
が
使
役
に
出

て
も
、
機
関
銃
の
者
は
馬
の
手
入
れ
、
馬
運
動
に
出
か
け

る
の
で
使
役
に
は
出
な
い
で
済
み
、
他
隊
の
者
に
羨
ま
し

が
ら
れ
た
。

馬
運
動
の
度
に
私
は
「
オ
ジ
イ
」
と
い
う
年
老
い
た
、

栗
毛
に
乗
る
の
は
や
め
と
な
り
、
中
村
班
長
が
「
森
は
人

が
よ
い
か
ら
、
手
入
れ
の
時
は
忠
玉
で
、
乗
る
時
は
他
の

者
に
取
ら
れ
て
し
ま
う
」
と
笑
わ
れ
た
。

私
は
幸
い
に
し
て
上
官
、
上
級
者
に
認
め
ら
れ
た
の

か
、
同
年
兵
の
中
で
は
上
位
に
い
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

の
後
、
中
山
県
地
区
か
ら
広
東
市
内
へ
と
勤
務
地
が
代

わ
っ
た
が
、
南
支
軍
官
邸
衛
兵
と
三
カ
月
位
勤
務
し
て
、

硫
黄
島
で
玉
砕
し
た
栗
林
中
将
が
軍
司
令
官
と
し
て
広
東

に
出
発
の
折
、
馬
頭
桟
橋
ま
で
見
送
っ
た
思
い
出
が
今
だ

に
思
い
出
さ
れ
る
。
官
邸
を
出
ら
れ
る
時
は
乗
馬
で
、
私

は
捧
げ
銃
で
敬
礼
を
し
た
の
で
あ
っ
た
。

329



 

V
02D

00 L
:H
E
G
U
1422 330 88/11/15/17:19:27 H

E
G
U
1422 bun p293-338

そ
の
後
、
南
支
軍
に
も
大
移
動
が
あ
り
、
我
が
部
隊

も
、
多
く
の
者
、
特
に
若
い
者
の
転
属
が
あ
っ
た
。
そ
の

中
は
優
秀
な
者
が
多
く
、
皆
不
思
議
に
思
っ
て
い
た
。
転

出
者
は
、
南
方
と
の
こ
と
で
優
秀
者
を
選
抜
せ
よ
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
任
地
は
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
ら
し
い
と
の
こ

と
、
残
っ
た
者
は
助
か
っ
た
と
思
っ
た
人
も
い
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。

し
か
し
、
残
っ
た
者
は
湘
桂
作
戦
で
多
く
の
犠
牲
者
を

出
し
た
が
、
転
属
者
の
小
鷹
中
隊
長
以
下
は
中
山
県
で
多

数
の
戦
没
者
を
出
し
た
。
軍
の
情
報
は
、
一
般
の
我
々
が

判
断
す
る
こ
と
と
は
逆
の
結
果
で
あ
り
、
幸
、
不
幸
は
、

我
々
下
部
の
者
に
は
判
断
も
、
予
測
も
で
き
な
い
こ
と
を

知
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
さ
に
、
軍
隊
で
は
運
・
不
運
の
別
れ
目
は
、
予
想
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
我
が
部
隊
の
転
属

者
を
見
て
も
判
る
の
で
あ
っ
た
。「
死
ぬ
べ
き
命
、
永
ら

え
る
者
」
と
、「
犠
牲
が
少
な
い
と
思
っ
て
い
た
隊
に
犠

牲
者
が
多
く
あ
っ
た
」
こ
れ
は
、
帰
還
後
の
戦
友
会
や
、

靖
国
神
社
で
の
慰
霊
祭
で
判
然
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

転
属
し
た
我
々
の
隊
の
状
況
に
つ
い
て
次
に
述
べ
て
み

る
。新

設
大
隊
（
直
兵
団
）
は
、
四
月
に
中
山
県
石
岐
市
に

移
動
し
、
節
兵
団
、
独
立
歩
兵
第
百
二
十
六
大
隊
と
警
備

交
替
し
、
そ
の
任
に
就
い
た
第
一
中
隊
は
浮

地
区
、
そ

の
周
辺
の
警
備
に
つ
い
た
。
中
隊
の
主
力
は
、
広
東
白
雲

山
下
士
官
学
校
で
機
関
銃
教
育
の
た
め
分
遣
と
な
る
。
将

兵
の
技
術
・
戦
技
の
向
上
に
努
力
し
た
の
で
あ
り
、
旧
母

体
た
る
節
兵
団
は
（
独
立
混
成
第
二
十
二
旅
団
）
は
次
期

湘
桂
作
戦
に
備
え
江
門
地
区
に
集
結
し
、
日
夜
訓
練
に
励

み
、
次
期
作
戦
の
た
め
、
前
面
の
敵
と
攻
撃
・
小
作
戦
を

実
施
し
て
い
た
。

我
々
は
教
育
を
終
わ
り
、
帰
途
江
門
に
立
ち
寄
り
旧
友

と
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
が
、
そ
の
中
の
一
部
の
戦
友
は

湘
桂
作
戦
で
戦
死
を
し
た
こ
と
を
後
に
知
っ
た
の
で
あ

る
。
我
々
直
兵
団
の
部
隊
も
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
澳
門
の
状

況
悪
化
の
た
め
、
対
岸
、
前
塞
山
に
進
出
、
警
備
に
つ
い

た
り
し
た
。

中
山
県
浪
網
沙
附
近
の
状
況
悪
化
の
た
め
警
備
上
同
地
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に
小
哨
を
設
置
し
、
第
二
小
隊
関
少
尉
以
下
一
個
小
隊
及

び
前
野
兵
長
を
長
と
す
る
機
関
銃
一
個
分
隊
が
配
置
さ
れ

た
。八

月
に
至
り
部
隊
本
部
に
於
い
て
、
各
中
隊
対
抗
銃
剣

術
大
会
準
備
の
た
め
中
隊
に
於
い
て
各
小
隊
に
よ
り
選
手

を
選
抜
し
、
部
隊
本
部
に
於
い
て
強
化
訓
練
が
行
わ
れ

た
。
中
隊
は
見
事
に
優
勝
の
栄
冠
を
勝
ち
得
た
の
で
あ

る
。
中
隊
本
部
は
安
蒜
曹
長
以
下
指
揮
班
、
機
関
銃
一
個

分
隊
、
各
小
隊
残
留
者
の
み
で
戦
力
は
低
下
し
て
い
た
。

八
月
十
二
日
、
森
兵
長
以
下
十
人
は
浮
汗
分
哨
勤
務
と

な
る
。

八
月
十
六
日
、
第
三
小
隊
長
有
田
中
尉
以
下
、
第
二
小

隊
関
少
尉
以
下
と
、
浪
網
沙
小
哨
交
替
し
た
の
で
あ
る

が
、
そ
の
帰
途
小
鷹
中
隊
長
以
下
第
二
小
隊
主
力
が
敵
襲

を
受
け
、
小
鷹
中
隊
長
以
下
二
十
人
が
戦
死
を
す
る
。

八
月
二
十
日
、
小
鷹
中
隊
長
戦
死
に
伴
い
、
第
三
小
隊

長
有
田
二
郎
中
尉
が
中
隊
長
に
補
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

第
三
小
隊
長
代
理
に
小
山
正
信
曹
長
が
小
隊
長
を
勤
め
、

機
関
銃
小
隊
長
に
、
班
長
の
清
水
富
雄
軍
曹
は
、
第
二
小

隊
長
に
転
出
し
、
機
関
銃
小
隊
は
班
長
代
理
と
し
て
森
伍

長
が
そ
の
任
に
就
く
。

九
月
に
、
石
岐
南
方
地
点
鶏
山
附
近
の
状
況
悪
化
に
伴

い
、
各
中
隊
主
力
は
、
石
岐
部
隊
本
部
に
一
週
間
待
機
す

る
。
そ
の
間
に
機
関
銃
小
隊
、
三
カ
月
間
の
演
習
計
画
表

を
提
出
せ
よ
と
、
部
隊
本
部
の
指
示
で
、
森
兵
長
、
石
井

上
等
兵
等
が
参
画
し
、
こ
れ
を
作
成
し
、
部
隊
本
部
に
提

出
す
る
。

五
鶏
山
討
伐
に
部
隊
以
下
各
中
隊
は
早
朝
部
隊
本
部
を

出
発
し
、
薄
暮
現
地
に
到
着
す
る
も
、
敵
影
認
め
ら
れ

ず
、
そ
の
日
は
現
地
に
野
営
す
る
。
翌
朝
附
近
を
索
敵
す

れ
ど
敵
影
認
め
ず
、
部
隊
は
五
鶏
山
を
出
発
し
雨
中
部
隊

本
部
に
帰
隊
す
る
。

昭
和
十
九
年
十
月
、
第
一
中
隊
は
浮
汗
地
区
を
撤
退

し
、
九
江
地
区
に
移
動
し
、
そ
の
地
の
警
備
の
任
に
就

く
。長

井
曹
長
が
指
揮
班
の
配
属
と
な
り
功
績
任
務
を
担
当
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す
る
。
九
江
に
到
着
し
、
一
旦
旧
舎
に
宿
泊
す
る
。
大
隊

が
駐
屯
し
て
お
り
、
そ
の
翌
日
警
備
交
替
す
る
九
江
は
、

馬
鞍
岡
、
小
哨
、
軍
舟
橋
分
哨
、
馬
頭
分
哨
、
中
隊
本
部

衛
兵
所
と
な
り
、
馬
鞍
岡
小
哨
に
早
川
曹
長
以
下
二
十
二

人
、
軍
舟
橋
分
哨
に
秋
山
軍
曹
以
下
十
二
人
、
馬
頸
分
哨

は
中
隊
よ
り
一
週
間
交
替
の
勤
務
で
あ
っ
た
。

波
山
地
区
状
況
悪
化
に
伴
い
、
九
江
対
岸
に
分
哨
を
設

置
す
る
。
分
哨
長
小
出
分
哨
長
以
下
五
人
は
着
任
地
点
に

急
行
し
、
そ
の
警
護
に
に
あ
た
る
。
夕
闇
頃
、
敵
兵
、
農

民
も
区
別
し
難
き
者
襲
撃
し
て
来
る
。
小
出
分
哨
以
下
こ

れ
を
撃
退
す
る
。
他
の
一
人
は
中
隊
本
部
に
急
報
す
る
。

急
報
を
受
け
た
有
田
中
隊
長
は
非
常
呼
集
を
か
け
、
吉
岡

少
尉
以
下
一
個
小
隊
は
救
援
に
出
動
、
救
援
に
向
か
う
も

既
に
撃
退
し
て
お
り
、
分
哨
を
補
充
し
、
帰
隊
す
る
。

南
支
那
方
面
の
共
産
軍
は
、
北
支
の
八
路
軍
と
は
異
な

り
、
中
支
那
の
新
四
軍
で
あ
る
。
ま
た
蔣
介
石
軍
は
北
中

支
と
比
較
す
る
と
兵
力
は
少
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
特
に

南
支
那
の
場
合
は
戦
力
は
特
に
強
力
で
は
無
い
が
、
南
支

那
に
於
い
て
は
、
物
資
、
権
益
を
獲
得
す
る
た
め
、
雑
軍

と
い
う
か
旧
軍
閥
の
兵
力
も
無
視
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ

た
。
従
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
軍
閥
の
利
益
確
保
の
た
め
、

日
本
警
備
隊
の
弱
点
を
見
る
と
、
攻
撃
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
我
々
警
備
隊
は
油
断
す
る
こ
と
な

く
、
地
域
の
警
備
に
万
全
を
期
す
べ
く
、
日
夜
緊
張
を
し

た
任
務
を
背
負
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

戦
場
は
、
北
も
南
も
無
く
、
敵
の
中
で
の
点
・
線
の
確

保
で
あ
り
、
そ
の
勢
力
範
囲
は
面
に
ま
で
は
至
ら
ず
、
常

に
少
数
兵
力
で
敵
に
対
し
警
戒
、
小
戦
闘
の
連
続
で
あ
っ

た
。
少
し
の
油
断
も
、
敵
に
乗
ぜ
ら
れ
、
警
備
隊
は
犠
牲

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
前
に
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
九
江
地
区
の
治
安

は
保
た
れ
た
と
言
っ
て
も
、
珠
江
支
流
の
対
岸
に
蔣
介
石

軍
や
、
雑
軍
が
多
数
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の

名
、
少
数
の
分
哨
や
、
行
動
中
に
敵
よ
り
の
攻
撃
を
受
け

て
損
害
が
多
く
、
戦
没
、
戦
傷
者
が
時
々
発
生
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
毎
日
を
我
々
警
備
隊
は
体
験
し
つ
つ
あ

り
、
時
に
予
期
せ
ぬ
戦
闘
、
襲
撃
が
あ
り
、
一
瞬
の
油
断
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も
で
き
な
い
日
常
が
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
戦
局
は
逐
次
悪
化
し
、
加
え
て
、
在
支
米
軍

の
兵
力
は
逐
次
増
強
さ
れ
、
都
市
部
や
、
占
領
地
区
に
対

す
る
空
襲
は
日
毎
に
増
大
し
、
我
々
は
対
支
、
対
米
、
そ

し
て
対
地
、
対
空
の
戦
闘
の
た
め
日
夜
警
戒
を
厳
重
に
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
斬
り
込
み
隊

の
編
成
が
発
表
さ
れ
、
私
や
高
橋
軍
曹
の
他
、
同
年
兵
の

坂
田
兵
長
等
三
十
人
は
大
岡
塘
を
下
山
し
、
中
隊
本
部
に

帰
隊
し
た
の
で
あ
る
。

切
り
込
み
隊
要
員
が
中
隊
に
戻
っ
て
み
る
と
、
既
に
日

本
は
全
面
降
伏
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
予
想
も
し
な
い
敗

戦
。
こ
ん
な
こ
と
で
は
何
が
起
こ
る
か
判
ら
ぬ
の
で
、
私

は
「
銃
は
各
人
が
抱
い
て
寝
る
」「
歩
哨
は
ど
こ
と
ど
こ

に
立
て
る
」
等
と
指
示
を
す
る
。
そ
の
た
め
か
、
そ
の
夜

は
無
事
に
明
け
た
が
、
敗
戦
に
よ
り
、
諸
々
の
こ
と
が
起

こ
り
、
人
の
心
や
、
軍
紀
の
乱
れ
な
ど
、
敗
戦
と
は
情
け

な
い
も
の
だ
と
痛
感
し
た
日
々
が
続
い
た
。

し
か
し
、
日
本
軍
は
や
は
り
日
本
軍
で
、
規
律
は
再
び

戻
り
、
全
員
が
無
事
帰
国
す
る
日
が
来
た
の
で
あ
る
。

山
上
の
分
哨

東
京
都

佐

藤

喜
多
郎

召
集
前
は
父
母
共
健
在
で
家
業
の
パ
ン
・
洋
菓
子
の
製

造
、
卸
を
業
と
し
て
い
た
。
九
人
兄
弟
の
長
男
だ
っ
た
の

で
学
校
を
卒
業
す
る
と
す
ぐ
手
伝
い
を
し
た
。
他
の
兄
弟

も
学
業
を
終
え
る
と
手
伝
い
や
ら
見
習
奉
公
に
で
た
。

あ
れ
こ
れ
す
る
中
、
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
十
二

月
八
日
、
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
た
。

支
那
事
変
が
（
日
中
戦
争
）
長
引
く
の
で
こ
れ
を
終
結

さ
せ
る
た
め
と
称
さ
れ
て
い
た
が
、
我
々
に
は
真
相
は
分

か
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
よ
り
米
英
相
手
の
戦
争
で
勝
て
る

の
か
と
の
不
安
の
方
が
大
き
か
っ
た
。

昭
和
十
六
年
十
二
月
二
十
三
日
、
東
部
第
十
七
部
隊
に

入
隊
し
た
。
衛
生
隊
で
、
世
田
谷
区
に
兵
営
は
あ
っ
た
。

富
士
山
麓
の
瀧
ヶ
原
練
兵
場
で
教
育
訓
練
を
受
け
、
そ

こ
で
一
期
の
検
閲
が
行
わ
れ
た
。
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